
 ３月１日（金）午後７時より、第６回市民会議

を中央公民館にて開催しました。参加者はメンバ

ー・傍聴者合わせて 1３２人でした。 

 

■ 各分科会の下期の取り組み 

 １１月６日（火）の市民会議で、各分科会の下

半期の取り組みテーマが決まり、目標達成に向け

てそれぞれ取り組んできました。すでにまちに飛

び出して活動を行った分科会、これから活動を控

えている分科会、検討を深め、話し合いを続けて

いる分科会など、“高浜市の未来を創る”ために、

それぞれのスタイルで歩んでいます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 取り組み成果を発表 

平成 24 年度最後の市民会議である第６回は、

下半期に取り組んできたことを発表しました。約

４か月にわたる検討内容について、わかりやすく

伝えようと、それぞれの分科会が工夫を凝らし、

個性を活かした発表が行われました。 

～ 「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま」の実現を目指して～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

分科会名 取り組みテーマ 

自治推進 
自治基本条例の子ども向け副読本を活

用して、小学校に出前授業に出かけよ

う！  

財政 
「まちの財政を学びあう場」で 

市の財政を広めよう！ 

生涯学習 
生涯学習に関するネットワークを 

広げていこう！ 

学校教育 

市民や地域が関わる学校授業・ 

行事を「見える化」していこう！ 

＆学校の想いと地域の想いを 

マッチングしていこう！ 

産業・観光 高浜野菜を使った特産品をつくろう！ 

環境・憩い 環境・憩い分科会の提言を実行しよう！ 

防犯・防災 安心・安全が実感できるようにしよう！ 

地域福祉 
つながり・支え合い活動を 

地域に広めよう！ 

健康 
地域医療ネットワークを 

市民に周知しよう！ 
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第６回の市民会議開催。テーマは・・・ 

目標達成に向けた取り組み成果を発表しよう！  

各分科会の発表内容は 

内側のページをご覧ください 

各分科会下半期の 

取り組みテーマ 

自治推進分科会 

２月７日 

高浜小学校出前授業 

防犯・防災分科会 

２月１日 

標高の見える化第２ステップ 

標高サイン設置 

生涯学習分科会 

３月１７日 

高浜（まち）の学校試行版 

「親子のための初心者向け 

デジカメ講座」 

それぞれのテーマ
ごとに、まちづくりが
進んでいくね！ 
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各分科会の「下半期の取り組み」発表風景 

発表順１  地域福祉分科会 
つながり・支え合い活動を地域に広めよう！ 

Ｎｅｗボランティ人を増やしていこう！ 
道をゆずるなど、簡単なことからで良いのです。Ｎｅｗ

ボランティア人の「宣言書」に記入をしたことを達成してい
けば、誰でも立派な「Ｎｅｗボランティア人」。このＮｅｗボ
ランティア人が１人でも増えることにより、つながり合い、
支え合う地域づくりができるはずです。まずは市民会議の
皆さんから広げていただけることを願っています。 

発表順２  健康分科会 
地域医療ネットワークを市民に周知しよう！ 

地域医療ネットワークとは・・・３市１町（高浜市・刈谷市・
知立市・東浦町）の診療所と刈谷豊田総合病院を結ぶ
ネットワーク。主なメリットは 
①診察・検査のオンライン予約が可能 
②予約時間の短縮 

      ③紙ベースから電子媒体への移行により、多くの情報を
保持・保管できる 

④検査データの確認をリアルタイムで 
⑤重複聴取をなくし、診察の効率化   ｅｔｃ．． 

発表順３ 産業・観光分科会  
高浜野菜を使った特産品をつくろう！ 

特産品をつくるまでのステップや、分科会で取り組んできたことを朗読劇に
まとめました。 
題して「タカハマ“野菜”物語」！ 
特産品としてのインパクトを出すためにはストーリー性が必要であること、当
初検討した特産野菜を使った漬物の販売などは課題があり再検討を要
することなど、解決すべきことは多いのですが、市内の飲食店などにもご
協力をいただきながら、高浜の自慢をつくれるようにがんばります！ 

発表順４ 生涯学習分科会 
生涯学習に関するネットワークを広げていこう！ 

 地域の達人とは、高浜市に在住・在勤・在学している方で、特技や
専門的な技術を持っている人のことです。 
①地域の達人の掘り起こし 
〈１〉市民会議にて調査票を配布 
〈２〉広報たかはま毎月１５日号＆ホームページによるチェーンネット
調査を行い、達人の輪を広げていきます！ 

②高浜（まち）の学校試行版開催 
地域の達人が先生となり、地域の人たちに学びの機会をつくり、 
まちづくりのパワーアップを狙います。その試行版を開催します！ 
★３月１７日（日）午前９時３０分「親子のためのデジカメ講座」  
かわら美術館 

ボッチャに興味の
ある方は連絡してく
ださい！ 

地域医療ネットワークを広めるため、講演会の開
催・広報たかはま掲載・周知チラシの配布などによ
り、周知を行いました。 
今後も健康をキーワードに同様の活動を続けて

いき、１人ひとりの元気と健康づくりを応援します！ 

地域の診療所
から、総合病院
の受診予約がで
きます！ 

切手アート
の達人とし
て紹介され
ました！ 

ボッチャを広めよう！ 
お年寄りや障がいのある方も気軽に楽しめる、ボールを

使った簡単なスポーツで、コミュニケーションツールとして
も有効です。わくわくフェスティバルでボッチャ大会を開催
した他、社会福祉協議会では出前講座を開始するなど、
ボッチャを広めようと活動しています。いつか、分科会対
抗ボッチャも実現したいな！ 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表順５ 環境・憩い分科会 環境・憩い分科会の提言を実行しよう！ 
  ①不法投棄を知ろう！ 

現在のまちは心ある市民や行政によってきれいに保たれているのが現状です。
不法投棄は常習犯によるものが多いので、子どもたちに環境についての教育をしっ
かり行い、新たな常習犯をつくらないようにしましょう！ 
②たかはまエコステーション 
不用となったものを持ち寄り、欲しい人がもらう。エコステーションは乗換駅の役割
を果たします。もっと活用を！ 

③子どもたちによるごみ捨て禁止看板の設置 
子どもたちが看板の絵を描くことによって、看板の息苦しさが軽減され、子ども 
たち自身の意識づけにもなります。取り組みをその年だけで終わらせないという 
ことが重要です！長期的な視野に立って取り組んでいきましょう！ 
 

発表順６ 学校教育分科会  
①市民や地域が関わる学校授業・行事を「見え
る化」していこう！＆②学校の想いと地域の想
いをマッチングしていこう！ 

②学校と地域の想いのミスマッチを解消したいと思っ 
ています。良い方法はまだ見つかっていませんが、想 
いを伝えあう場を設け、信頼関係構築の第 1歩に。 
学校が助けを求めているとき、地域がサポートし解 
決していく成功体験の積み重ねが重要であると考え 
ます。 

発表順７ 防犯・防災分科会  

安心・安全が実感できるようにしよう！ 

 

標高の見える化は第２ステップへと進みます！ 
 企業・医療機関・スーパー・コンビニなど、約８００か所に標
高サインの設置を働きかけていきます。町内会やまち協にも
働きかけを行い、避難ルートの検証などをしていきます。地
震などの災害も１つの歴史と捉え、その「備え」を次世代に
伝えていけるようにしていきましょう！ 

発表順８ 自治推進分科会 
自治基本条例の子ども向け副読本を活用して、小学校に出前授業に出かけよう！ 

 

 

出前授業を行いました！ 

自治基本条例に込められた想いを伝え、まちづくりの輪を広めようと、２月７日
（木）高浜小学校６年生３クラスを対象に出前授業を行いました！ 
出前授業を受けた子どもたちからは「改めて高浜っていいなあ」「高浜をもっと

いいまちにしたい」などという感想をもらいました。それだけでなく、後日まちの掃
除に出かけるなど、まちづくりの行動を早速起こしてくれました。来年は、市内全
小学校で出前授業を行う予定です。まちづくりの輪が広まってほしいです！ 

発表順９ 財政分科会  
「まちの財政を学びあう場」で市の財政を広めよう！ 

 高浜市の財政について、より多くの人に関
心を持っていただくため、ゲーム要素を取り
入れた「まちの財政を学びあう場」づくりに取
り組み、財政クイズを作成。今年度最後の
市民会議で皆さんにご披露しました。 
財政の大事さを学んでもらいたいので、

皆さんからもぜひアイデアをいただきたいと
思います！ 

    
 

 

あいさつは防犯の第一歩です！ 
 あいさつをしっかりすれば犯罪発生率が下がります。「防
犯」「安心・安全」の原点はあいさつであると考え、市内であ
いさつ運動を行ってきました。 
 安心・安全のまちを目指して、高浜市をあいさつがしっか
りできるまちにしていきたいと思います！ 

①例えば、市内小中学校のホームページには年間
予定を載せている学校もあれば、月間予定の学校も
あり、全体の情報がわかりにくいと思います。大人が
子どもに伝えたいことと子どもが大人に教わりたいこ
と、地域として伝えたいことなどを絡め合って発信する
ことが重要だと考えています。 
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【問】 
「小学校の光熱水費や修繕費などには
税金が使われるが、平成２３年度、小学
生１人あたりに換算すると１０万円以上に
なる？」 
【答】「×」 
高浜市では、小学生が学校生活を送る 
ために、年間約２億７０００万円のお金が
使われています。市内の小学生は約３０
００人ですから、計算すると１人あたり約９
万円となります。 
    
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

○鬼コン vol.2 
 ・３月２４日（日）午前１１時３０分
～午後５時、森前公園にて開
催。中高生・社会人がバンドや
演劇、吹奏楽を披露。かわら美
術館内シアターでは「タカハマ物
語」上映。 

○カフェ＆ベーカリーふるふる
就労継続支援Ｂ型認定 
二池町の「カフェ＆ベーカリー 
ふるふる」が、県から就労継続
支援Ｂ型に認定され、事業所と
して新たな一歩を踏み出す。チ
ャレンジドの頑張りにエールを。 

                    

市民後見人・生活支援員 
専門研修会公開講座 

生涯学習分科会 藤克幸さん 
・３月２３日（土）午後２時～開催。 
・認知症の高齢者・精神障がい者・ 
知的障がい者などを支える家族
がいなくなったときの支援のため
に、市民後見人や生活支援員を
養成する講座を行う。 

 

高浜市観光協会 平成２５年度 
個人会員＆市民観光ボランティア募集 

産業・観光分科会 岩崎和也さん 
・従来の個人会員に加え、様々なイベントや
行事でスタッフとしてイベントを創り上げていく
「市民観光ボランティア」を新たに募集。最
初の活躍の場は、春の鬼みちまつり。「食」を
はじめとした各種ブースを出展予定。大山
公園では、文化協会による「大山桜ものがた
り」も開催。 

大山千本桜のライトアップ 

自治推進分科会  

鈴木清文さん 
八重口治美さん 

高浜まちづくり協議会では、大
山千本桜のライトアップを３月２
８日（木）～４月１０日（水）の間
行う。桜の開花状況によっては
期間の延長も検討。高浜の自
慢である大山の桜を見にぜひ
足を運んでいただきたい。 

１年間、 

本当にありがとうございました！ 

 

お知らせ 

コーナー 

≪編集後記≫ 寸劇や凝った衣装も登場し、笑いもある、とても楽しい発表となりました。１年間の
取り組みにかけた想いを、十分に共有していただけたかと思います。これで平成２４年度の市民会
議も一区切りですが、これからも市民の皆さんと行政が手を取り合って、より良い高浜市をつくりあげ
ていけたらと思います。皆さん本当にお疲れ様でした！（Ｉ.T.） 

＜次回＞ 
平成２５年度 
市民会議 

５月２０日（月） 

 

１年間、高浜市の未来を創る市民会議にご参加・ご協力

いただき、ありがとうございました！ 

市長より、市民メンバー全員に
感謝状、全体会＆分科会すべ
てに参加した方に皆勤賞が贈ら
れました。 

第６次高浜市総合計画のキャッチフレ
ーズである、「思いやり 支え合い 手と
手をつなぐ 大家族たかはま」をイメー
ジし、手をつないで平成２４年度の市民
会議を締めくくりました。 

平成２４年度の市民会議には、多くの女性メ
ンバーに参加していただき、女性から見た視点
でも多くのアイデアをいただきました。  
そこで、女性メンバーに平成２４年度の市民

会議を「だ・い・か・ぞ・く・た・か・は・ま」の９文字
のあいうえお作文で表現していただきました！ 

 
第６回市民会議には
耳の不自由な方のた
めの要約筆記の活動
をしているグループ、
ＭｉＭｉ（ミミ）さんも参加
し、会議の内容を文
字でスクリーンに映写
しました。 


